
差引 -9,534,592

2,007,905 保守点検

7,968,000

2,839,000

0

計 13,941,592

1,445,000 指定管理間接経費

差引 -10,693,030

平成29年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 中山児童センター
所管課

TEL
こども育成課

34-3261

　所在地 松本市中山３５３２－１ 設置年月 平成11年4月14日

　施設設置目的
地域の児童健全育成の拠点施設として、児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操
を豊かにすることを目的としています。

　施設概要・設備
ＲＣ造平屋建て、延床面積350.8㎡
集会室、図書室、遊戯室、プレイルーム

　指定管理者名（選定方式） 特定非営利活動法人　ワーカーズコープ（公募）

　指定期間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日

つどいのひろば事業延利用者数

放課後児童健全育成事業
登録児童数（月平均）

　指定管理者の
　主な業務

・児童の安全管理、健康管理、情緒の安定、児童への適切な遊びの指導
・施設の維持管理
・放課後児童健全育成事業

　利用料金制の導入 　なし　　委託料方式

　施設の利用状況

利用区分等

年間延べ利用人数

（特記事項）

備品購入費 30,240 備品購入費 02,564,653

2,693,000

13,386,030児童館人件費 6,373,039

計13,882,030

営繕工事費3,266,721

つどい事業費

児童館人件費

指定管理料 国・県補助金

指定管理者収支（平成29年度）

児童館事業費 691,000 児童館事業費

2,544,000

項目 金額

11,556,000 指定管理料

2,544,095

支出
（歳出）

11,337,935

計 14,100,000 計

指定管理間接経費

収入
（歳入）

指定管理料

項目 金額

指定管理料

つどい事業費

平成28年度決算

金額 項目 金額

計 4,407,000

営繕工事費 0

指定管理料13,882,030指定管理料

市の収支

利用料収入 722,000

平成29年度決算年度計画額 収支実績額

利用料収入

国・県補助金

662,000

項目

計 13,386,030

3,685,000 2,031,000

（特記事項）

事業収支
（単位：円）

損益 1,157,000 -330,288

計 12,943,000 計

93.0%

14,212,318

29,322

利用目標

7167

24

3007

利用実績

8635

24

2798

対前年比（％）

120.5%

100.0%

93.0%

120.5%

対目標比（％）

100.0%



2　市（所管課）による評価

評価

1 B

2 B

3 B

4 B

5 B

6 B

7 B

8 B

9 C

10 B

11 B

12 C

13 B

14 B

15 B

16 B

17 B

18 B

19 B

20 B

21 B

22 B

23 B

点 24 B

25 B

26 B

27 B

28 B

29 B

30 B

31 B

32 A

33 B

34 B

35 B

36 B

37 B

38 A

39 B

点 40 B

2

2個人情報等の具体的管理方法（書類・電子データ等）においてセキュリティ対策を講じているか。

3

労働関係法令等を遵守した労務管理規程等を整備し、業務従事者の適正な労働条件を確保しているか。

公共の仕事という倫理性や法令遵守について認識し、対応しているか。

2

2

業務報告や事業報告が適切に作成されているか。

1

2

2

2

2

2

2

1

経理帳簿や台帳等を整備し、情報公開や監査請求に適切に対処できるか。

職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか。

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか。

必要に応じパソコン等ＩＴ機器を活用できるか。

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか。

施設や附属設備の保守点検作業は、必要な基準や仕様を満たしているか。

安全対策は明確で、職員の教育・訓練の実施はされているか。

3

3

3施錠、警備体制等は適切であるか。

職員が業務上知り得た秘密について漏洩防止対策を講じているか。 2

利用者の安全確保に関する研修を実施し、職員が内容を熟知しているか。

事故や災害時等緊急時の連絡体制が十分に整備されているか。

3避難経路が確保されており、避難時に支障をきたす障害物はないか。

児童館事業及び放課後児童健全育成事業について、十分な理解がみられる。

児童館運営に大きな支障はないが、常勤職員の不在期間があった。

評価の根拠

1

2

配点

2

団体の経営状況は良好か。

2

2

職員体制や配置人員は適切であるか。

正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇が行われていないか。

事業内容に偏りがあり、利用者が限られることはないか。

市の方針、施設の設置目的、業務等を的確に理解した管理はされているか。

2

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか。

市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか。

市が示す施設運営方針や管理の基準等に適合しているか。

2

就業規則等を整備し、適切な処理がなされている。

職員の言動に関する不適切な事案があり、研修が機能していなかったことが考えられる。

指定管理者団体で定めた規程に基づき、適切な処理がなされている。

放課後児童健全育成事業実施要綱に基づき、的確な運営を行っている。

担当課とは連携を密にし、的確な対応を行っている。

適切な運営を行っており、平等利用がなされている。

適切な運営を行っており、平等利用がなされている。

聞き取り調査及び書面を確認したところ、特に配置職員に関する資格の欠損は見受けられない。

法令遵守について、特に問題は見られない。

当期決算において特に問題は見受けられない。

事務局と管理施設とが連携をとっており、必要に応じてバックアップする体制が整っている。

指定管理施設を的確に把握し、業務に当たっている。

「子どもの権利条約」に基づいた子どもの自主性を育てる事業に取り組んでおり、事業に創意工夫がみられる。

年度計画を運営委員会に諮り、適切な事業量を実施している。

個人情報が記載されているものは、すべて施錠可能なキャビネット等に収納されており、適切に管理されている。

館長を中心に、職員に対し情報の漏えいについて指導を行っている。

放課後児童健全育成事業事務取扱マニュアルに基づき、業務が遂行されている。

職員間と事務局間で緊急時の連絡網を整備しており、緊急時に対応できる体制が整っている。

施設内を目視した結果、適切な対応がなされている。

防災設備の点検等、必要に応じた保守点検を実施している。

毎月の実施報告書は遅滞なく提出されている。

事務局を通じて、電子データの授受が可能となっている。

各施設とも、適切な文書管理に努めている。

安全管理について、館長を中心に職員間で日々確認を実施している。

鍵の管理場所等、適切な管理がなされている。

緊急時の対応について小学校と話し合いの場を持ち、場合に応じた役割分担と相互理解を図っている。

要支援児に対する職員の加配について、基準に沿った運営がなされている。

4

1

3

1

3

定期的に会議を実施して他館との情報共有を図り、利用者サービスの向上に努めている。

延べ利用人数は20％以上増加している。

聞き取り調査において、特に水道光熱費等の節減に努めている。

一部の物品等に経年劣化による欠損等が見受けられるが、使用上問題は無く、整頓されている。

一部の物品等に経年劣化による欠損等が見受けられるが、使用上問題は無く、整頓されている。

 　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。
評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準

利用の促進

経費節減・業務効率化

24項目 個人情報保護

50 秘密の保護

業務内容

備品等の維持管理

Ａ （１．０） 高いレベルで実施されており、高く評価できる。

Ｂ （０．７） 事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。 小計

Ｃ （０．５） 事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

63.7Ｄ （０．２） 不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。

苦情発生時には担当課へ報告を行い、適切に対応する環境が整っている。

セルフモニタリング セルフモニタリングが適切に行われているか。 3 アンケート結果や実績報告書は、遅滞なく提出されている。

大項目 中項目 評　価　項　目

管
理
能
力

団体の概要

適切な管理運営

市民の平等利用

適切な組織・体制

職員研修・人材育成

経理及び
事務処理等

安全管理

緊急時対応

利用者サービス

障害者等への配慮

苦情・要望等への対応

年度計画額に基づき、適切な支出の中で事業が実施されている。

6 事業計画書どおり、収入が確保できたか。（無料施設では、利用者を確保できたか） 3 登録児童数は前年並みであり、子どもが減少傾向にある中で利用促進に努めている。

省エネ等環境負荷の軽減や周辺環境に配慮するとともに、廃棄物は適切に処理されているか。 2 経費節減の観点からも水道光熱費の節約に努めており、廃棄物も適切に処分されている。

地域との連携 地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか。 2 中山文庫や福祉ひろ、地区の方々と積極的に連携し、共催事業が実施されている。

環境への配慮

施
設
の
運
営

14項目

34　点

経済性
事業報告及び決算

支出総額は事業計画書の範囲内であるか。 3

利用者アンケートが適切に実施されており、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか。 3

障害者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか。

引き渡した備品等はその機能が失われていないか。

利用者サービスの向上に努めているか。

施設の利用促進に努めているか。

2

事業計画書どおりの経費節減や業務効率化が実行されているか。

引き渡した備品等に過不足はないか。

年間の事業量が適切に実行されているか。

3

業務について処理・対応が適切に行われているか。

2管理区域、業務範囲について漏れなく的確に把握されているか。

事業の内容や施設の有効利用に創意工夫がされているか。 3



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

今後の目標

             総　合　評　価　　（4段階評価）　の　基　準

Ａ

Ｄ （０．２）

（０．５）

「適正」

7

10

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容・別紙へ記入してもよい）

平成３０年２月

児童館・児童センター利用者

当該施設において、対象者に配布、封筒に封入して提出

別紙のとおり

調査結果

【自主事業を実施している場合の評価】
・概ね適切に事業が実施されている。
・事業の収支決算は適切である。
【総合的な評価】
・アンケート結果は概ね利用者の満足を得ている。
・子育てに関する地域の社会資源と連携し、また県の補助なども活用して様々な事業を実施する中で、地域
や保護者とも良好な関係を築いて児童の健全育成に寄与している。また、地震などの有事の際の対応につ
いて、隣接する小学校とも役割分担等についてよく話ができている。
・常勤職員の言動に関する不適切な事案が発生したことは誠に残念であり、結果的に常勤職員に欠員が生
じた時期があった。職員採用、研修の内容、職場環境などについて改善の余地があると考えられる。
・地域的に子どもが減少傾向にあるが、延べ利用者数は20％以上増加し、利用促進に努めている。
・概ね市の示した仕様書どおりに運営できており、今後も引き続き、「松本市子どもの権利に関する条例」に
基づき、子どもの権利の視点に立った施策を積極的に推進するとともに、これまでの経験を活かして、堅実
かつ柔軟な発想で児童館運営に努められたい。

・児童センターの活動を、できるだけ子ども中心の活動となるように、子ども会議を頻繁に開催し、企画から係分担まで多
くの場面を子どもたちに委ねる工夫を行った。結果として、少しずつではあるが、自分たちの活動としての意識が芽生え
ている。今後、高学年児童のリーダーとしての意識を高める取り組みを強化したい。
・継続的に続けてきた学習支援が、子ども達の中に定着してきた実感がある。（学びへの意欲、地域とのかかわり、地区
外の子どもの利用など）このことは児童数の少ない地域だからこそ、多くの利用者のニーズに応える取り組みになると捉
えている。
・小学校・公民館や近隣施設との連携が良く、情報共有や児童センターに対する理解に繋がった。
＊つどいの広場
・少人数を好む利用者さんが安心して過ごせる居場所になっている。子育ての悩み等自然な形で受け止められた。
・課題と対応という点では行事等を通して、保護者に伝えられた。

・子ども企画をさらに発展させて、子ども達が主体となる取り組みを増やし、達成感や自己肯定感につなげたい。
・学習支援は、中山においては子ども同士のつながり、地域とのつながりなど居場所作りとしての重要な事業であるの
で、充実させたい。
・地域連携と地域の課題（特に子育て）を一緒に考えていく児童センターとしての位置づけを明確にしていきたい。
＊つどいの広場
・居心地の良い空間をさらに充実させる取り組みをしていきたい。
・児童センターとのつながりは子供の成長の継続という視点から保護者に伝え、今するべきことを伝えていきたい。

要望・苦情への
対応状況

平成２９年度の
自己評価

B

（１．０）

適　正

別紙のとおり

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法

早急な改善対応を検討する必要がある。

配点

Ｂ

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

利用者からの意見
要望・苦情等

（０．7）

判断結果

「要改善」
※「不可」

評価

※「不可」の場合、指定管理者の取り消しの処分を含め

合計点数

70.7

45点以上60点未満
45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

60点以上75点未満
「良好」



【回答数】20

【回答数】22

【別紙】　　利用者による評価

利用者アンケート
実施時期 平成３０年２月
調査対象 児童館・児童センター利用者
調査方法 当該施設において、対象者に配布、封筒に封入して提出

つどいの広場
調査結果

つどいの広場
利用者からの意見

要望・苦情等

児童館
調査結果

児童館
利用者からの意見

要望・苦情等

満足
どちらかと
いうと満足

ふつう
どちらかと
いうと不満

不満足 計

設問１ 職員対応 17 2 3 0 22
設問２ 遊び 12 5 1 0 18
設問３ 講座催し 11 4 6 0 21
設問４ 遊具 6 5 11 0 22
設問５ 衛生管理 13 6 2 0 21
設問６ 利用し易さ 8 7 4 2 21
設問７ 情報提供 9 4 7 1 21

中山

・自分自身が学びたいが、話に集中できない、託児は子どもが嫌がる。
・冬場、部屋が寒い。
・弁当持参で食べることができるようにしてほしい。
・日中、不登校の子どもが過ごせるようになるといい。
・エアコンが付いてありがたい。
・いつも快く迎えてもらいありがたい。イベントもとても良い。

満足
どちらかと
いうと満足

ふつう
どちらかと
いうと不満

不満足 計

設問１ 職員対応 17 2 3 22
設問２ 遊び 12 5 1 18
設問３ 遊具施設 11 4 6 21
設問４ 衛生管理 6 5 11 22
設問５ 行事 13 6 2 21
設問６ 雰囲気 8 7 4 2 21
設問７ 利用し易さ 9 4 7 1 21

中山

・とてもよく見てもらい感謝。安心して仕事ができる。
・休みの開館時間8時では仕事に遅れそう。
・問題があったときはその日の内に話してほしい。
・添加物の入った甘いおやつが多い。
・一般利用時間を18時までにしてほしい。
・子：楽しく過ごしている。


